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今
年
の
四
月
よ
り
福
島
森
林
管
理
署
に
着
任
し
ま
し
た
添
谷
と
申
し
ま
す
。

　

着
任
直
後
に
皆
様
に
挨
拶
回
り
に
伺
っ
た
際
、
な
ぜ
福
島
が
「
関
東
」
森
林
管
理
局
に

属
す
る
の
か
？
と
い
う
ご
質
問
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
そ
の
場
で

は
は
っ
き
り
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
改
め
て
、
組
織
の
変
遷
を
当
時
の
勅
令

を
検
索
し
て
紐
解
い
て
み
ま
し
た
。

　

明
治
十
九
年
に
「
大
小
林
区
署
管
制
」
が
公
布
さ
れ
、
今
で
い
う
森
林
管
理
局
・
署
に

あ
た
る
大
林
区
署
、
小
林
区
署
が
全
国
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
に
は
ま

だ
全
国
の
国
有
林
（
官
林
）
の
中
央
政
府
直
轄
化
を
進
め
て
い
た
最
中
で
、
北
海
道
、
沖

縄
を
除
く
官
林
直
轄
化
が
終
了
し
た
の
は
明
治
二
二
年
、
こ
の
年
に
福
島
県
内
の
官
林
も

直
轄
化
さ
れ
⑴

、
栃
木
大
林
区
署
福
島
出
張
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
⑵

。

　

そ
の
後
、
明
治
三
〇
年
に
「
林
区
署
管
制
」
が
新
た
に
公
布
さ
れ
、
福
島
に
単
独
で
「
福

島
大
林
区
署
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
六
年
後
の
明
治
三
六
年
に
は
福
島
大

林
区
署
は
宮
城
大
林
区
署
に
統
合
（
福
島
＋
山
形
＋
宮
城
）
さ
れ
、
さ
ら
に
大
正
二
年
の

組
織
再
編
で
宮
城
大
林
区
署
の
う
ち
、
福
島
県
が
東
京
大
林
区
署
へ
と
移
管
さ
れ
、
現
在

の
関
東
森
林
管
理
局
の
原
型
と
な
る
「
関
東
地
方
＋
山
梨
＋
静
岡
＋
福
島
＋
新
潟
」
に
長

野
県
を
加
え
た
形
と
な
り
、
一
府
十
一
県
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
十
三
年
に
東
京
大
林
区
署
が
東
京
営
林
局
と
な
っ
た
後
、
戦
時
中
の
昭

和
十
九
年
に
東
京
営
林
局
の
機
能
を
疎
開
さ
せ
る
た
め
前
橋
に
東
京
営
林
局
が
移
転
し
、
戦

後
の
「
前
橋
営
林
局
」
設
置
（
昭
和
二
四
年
）
に
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
平
成
十
年
の
国

有
林
野
事
業
の
抜
本
的
改
革
時
の
組
織
再
編
で
、
前
橋
、
東
京
両
営
林
局
が
統
合
し
「
関

東
森
林
管
理
局
」
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

以
上
、
福
島
県
が
所
属
す
る
地
方
機
関
（
大
林
区
署
・
営
林
局
・
森
林
管
理
局
）
の
変

遷
を
見
る
と
、
栃
木
（
明
治
二
二
）
→
福
島
（
明
治
三
〇
年
）
→
宮
城
（
明
治
三
六
年
）

→
東
京
（
大
正
二
年
）
→
前
橋
（
昭
和
二
四
年
）
→
関
東
（
平
成
十
年
）
と
な
り
、
宮
城

大
林
区
署
の
再
編
（
明
治
三
六
年
）
を
除
け
ば
、
八
溝
山
地
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
北
関

東
と
の
一
体
性
を
終
始
重
視
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
東
北
地
方
の
大

林
区
署
が
近
隣
の
仙
台
で
な
く
、
遠
隔
地
の
秋
田
、
青
森
に
置
か
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
余
談
で
す
が
、
昭
和
十
九
年
の
東
京
営
林
局
の
疎
開
先

に
は
、
福
島
県
も
候
補
に
な
っ
て
い
た
と
の
話
も
あ
り
、
も
し
福
島
に
疎
開
し
て
い
た
ら

…
？
と
思
わ
ず
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
国
の
出
先
機
関
の
多
く
が
福
島
を
「
東
北
局
」

の
管
内
と
し
、
知
事
会
も
北
海
道
東
北
知
事
会
に
属
す
る
一
方
、「
広
域
関
東
圏
」
に
は

福
島
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
全
国
第
三
位
の
面
積
で
、
東
北
と
関
東
の
つ
な
が
り
を
併
せ
持

つ
福
島
な
ら
で
は
の
事
例
は
様
々
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

広
大
で
多
様
な
福
島
に
着
任
し
、
今
ま
で
以
上
に
広
い
視
野
を
も
っ
て
業
務
に
臨
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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○山地災害について
　近年、地球温暖化や世界的な気候変動によりゲリラ豪雨や線状降水帯と称される局所的な集中豪雨が日本
全国で多発しており、県内でも度々発生しています。
　このような短時間で激しい雨が山間部で降ると、多量の雨水により斜面の保持が難しくなり、山崩れや土
石流などの山地災害の発生や、人的・物的被害のリスクが高まります。
　こうした状況を踏まえ、国・県・市町村では毎年５月20日から６月30日までの期間を「山地災害防止キャ
ンペーン」月間と定め、ポスターの掲示や山地災害危険地区等のホームページへの掲載などを通じて、山地
災害に対しての注意喚起を行っています。
　また、県内の山地災害に関する情報収集について、「山地防災ヘルパー」の認定を行うとともに講習会など
を行い、パトロール活動の支援を行っています。

○福島県の地形・地質・自然条件
　会津地方は奥羽山脈や越後山脈の広大な山地帯で急峻な山々が
連なり、活火山地域特有の地質となっています。一方、中通りか
ら浜通りにかけては阿武隈高地があり、花崗岩マサ土地帯で表層
崩壊が起こりやすいなどの特徴があります。
　自然条件としては、福島県（会津若松、福島、小名浜の各観測
所過去30年〔1991年～2020年〕）の年間平均降水量は約1,300ミリ

（日本の平均1,700ミリ）と全国平均を下回るものの、梅雨前線や
台風などによる局地的な集中豪雨の増加に加え、環太平洋地震地帯の中に
位置することにより地震や火山活動が活発で、山崩れや土石流、地すべり
などの山地災害の危険を常に抱えています。
　加えて、福島県内には複数の断層が分布しており、これらの断層帯は山
間部や急傾斜地と隣接することが多く、地震に伴い地盤の緩みを生じさせ、
土砂災害の引き金となるおそれもあります。
　そのため、梅雨期や台風時の局地的な集中豪雨によって、どこでも大き
な被害を受ける可能性があることから、地震と豪雨の複合的な災害を想定
した備えを含め、日頃から土砂災害への対策を講じておくことが重要です。

○危険箇所を知ろう！
　災害に備えるためお住まいの地域で山地災害の恐れのある箇所がどこに
あるか知っておく必要があります。
　福島県では山腹崩壊や崩壊した土砂の流出などの発生又はその危険があり、人家・公共施設等に直接被害
を及ぼす恐れのある地区を調査し、「山地災害危険地区」としてお知らせしています。身近に危険な箇所が
ないか、あらかじめ確認しておきましょう。

○気象情報を確認しておこう！
　令和８年５月から気象警報等が改正され、防災情報が５段階の警戒レベルで発
令されるようになり、避難の判断がしやすくなりました。警戒レベルごとに求め
られる対応（高齢者等の避難、全員避難、緊急安全確保など）が異なるため、あ
らかじめ、気象庁のホームページ等で内容を確認しておきましょう。
　また、福島県では令和６年３
月から「福島県防災アプリ」を
無料で配信しており、気象警報
や避難指示、ハザードマップ、
マイ避難経路など様々な機能を
利用できますので、災害時の備
えとしてインストールすること
をお勧めします。

福島県の山地災害福島県の山地災害 福島県森林保全課福島県森林保全課

（福島県森林計画課ホームページ森林情
報発信システム「ふくしま森まっぷ」参照）
https://f-mori-map.maps.arcgis.com/
home/index.html
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福島県林業研究センター

林業研究センターだより

令和七年度の
主な研究成果

震災後再整備した海岸防災林

１　

は
じ
め
に

　

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
の
研

究
成
果
を
一
般
の
方
々
に
も
分
か
り
や
す

く
ま
と
め
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し

て
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
は
普
及
の
参
考

と
な
る
「
参
考
と
な
る
成
果
」
を
三
件
、

放
射
能
対
策
支
援
に
活
用
で
き
る
「
放
射

線
関
連
支
援
技
術
情
報
」
を
六
件
報
告
し

ま
し
た
。
以
下
に
成
果
の
概
要
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

２　

参
考
と
な
る
成
果

⑴　

高
解
像
度
衛
星
画
像
か
ら
算
出
し
た

Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
に
よ
る
海
岸
防
災
林
マ
ツ
の

生
育
状
況
把
握

　

福
島
県
の
海
岸
防
災
林
は
東
日
本
大
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
再
整
備
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
七
年
度
に
は
約

六
二
〇
㌶
の
再
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
今

後
は
機
能
を
適
切
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の

管
理
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、
成
長
に
よ

り
混
み
合
っ
て
き
た
箇
所
で
は
間
伐
等
の

本
数
調
整
が
、
生
育
不
良
の
箇
所
で
は
規

模
の
把
握
と
対
応
の
判
断
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
管
理
の
た
め
に
は
ま
ず
生
育
状
況
の

把
握
が
必
要
で
す
が
、
対
象
面
積
が
広
大

で
あ
る
た
め
、
多
大
な
労
力
を
要
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
よ
り
効
率
的
な
手
法
と

し
て
、
高
解
像
度
衛
星
画
像
か
ら
算
出

し
た
Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
値
（
植
生
の
被
覆
率
や
活

性
度
を
示
す
指
標
）
の
利
用
を
検
討
し
ま

し
た
。
垣
根
で
区
切
ら
れ
た
区
画
毎
の

Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
値
の
平
均
値
と
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
で
確
認
で
き
る
生
育
状
況
の

関
係
を
確
認
し
た
結
果
、
Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
平
均

値
が
低
い
区
画
で
は
活
着
不
良
に
よ
る
裸

地
や
生
育
不
良
に
よ
り
樹
冠
が
小
さ
い
様

子
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
―
１
）。
こ
の

手
法
が
利
用
で
き
れ
ば
、
よ
り
効
率
的
に

生
育
状
況
を
把
握
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

⑵　

ク
ロ
モ
ジ
に
お
け
る
年
枝
別
の
精
油

分
布

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
ク
ロ
モ
ジ

に
含
ま
れ
る
精
油
成
分
の
多
く
は
、
枝
葉

に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
が
、
枝
葉
に
お
け
る
詳
細
な
精
油

分
布
は
不
明
で
し
た
。
そ
こ
で
、
枝
葉
を

年
枝
別
に
分
け
て
精
油
抽
出
を
行
う
こ
と

で
、
枝
葉
に
お
け
る
精
油
の
分
布
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
精
油
の
多
く
は

当
年
枝
お
よ
び
前
年
枝
と
い
っ
た
枝
の
先

端
に
多
く
分
布
し
、
そ
こ
か
ら
枝
齢
が
進

む
に
つ
れ
て
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
図
―
２
）。
こ
の
結
果
か
ら
、

よ
り
効
率
的
に
精
油
を
得
る
枝
葉
採
取
方

法
の
検
討
が
可
能
と
な
り
、
ク
ロ
モ
ジ
資

源
の
持
続
的
利
用
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

⑶　

応
力
波
伝
播
法
を
用
い
た
県
産
大
断

面
ス
ギ
材
の
内
部
割
れ
推
定

　

ス
ギ
林
の
大
径
化
が
進
む
中
、
そ
の
活

用
法
の
一
つ
と
し
て
大
断
面
構
造
材
へ
の

利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
断
面
材
は
人
工
乾
燥
時
に
内
部
割
れ
が

発
生
し
や
す
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

図－１
生育状況（上）とNDVI
平均値（下）の比較
※６～８年生

図－２　クロモジの前年枝と当年枝
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ま
し
た
。
そ
こ
で
、
内
部
割
れ
を
非
破
壊

で
把
握
す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。
既
報
の
手
法
を
基
に
、
応
力
波
測
定

を
大
断
面
構
造
材
に
適
用
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
大
断
面
構
造
材
に
お
い
て
も
応

力
波
測
定
に
よ
り
内
部
割
れ
推
定
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

３　

放
射
線
関
連
支
援
技
術
情
報

⑴　

き
の
こ
原
木
に
利
用
す
る
コ
ナ
ラ
に

関
す
る
調
査

　

コ
ナ
ラ
の
樹
皮
表
面
に
は
フ
ォ
ー
ル
ア

ウ
ト
由
来
の
137‌

Cs
が
付
着
し
て
お
り
、
き

の
こ
原
木
の
汚
染
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
外
部
汚
染
の
残
存
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
原
木
の
利
用
を

判
断
す
る
上
で
重
要
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内

の
コ
ナ
ラ
か
ら
樹
皮
を
採
取
し
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
プ
レ
ー
ト
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
分

布
を
測
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
樹
皮

表
面
の
溝
部
に
放
射
性
物
質
が
残
存
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
図
―
４
）。

さ
ら
に
、
外
樹
皮
・
内
樹
皮
の
137‌

Cs
と
安

定
同
位
体
Cs
の
比
率
を
計
測
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
比
率
か
ら
外
部
汚
染
の
残
存
状
況
を

推
定
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
は
、
萌
芽
更
新
の
必
要
性
を

判
断
す
る
際
の
有
用
な
参
考
情
報
と
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
分
野
で
137‌

Cs
吸
収
抑
制
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
カ
リ
ウ
ム
施
肥
を
、

コ
ナ
ラ
林
に
お
い
て
も
実
施
し
、
そ
の
効

果
を
検
証
し
ま
し
た
。
植
栽
三
年
目
の
コ

ナ
ラ
に
硫
酸
Ｋ
肥
料
を
散
布
し
た
と
こ
ろ
、

散
布
後
六
か
月
に
は
施
肥
区
の
土
壌
交
換

性
Ｋ
濃
度
が
無
施
肥
区
に
比
べ
て
上
昇

し
、
コ
ナ
ラ
の
葉
の
137‌

Cs
濃
度
は
低
下
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
散
布
後
十
八
か
月
、

三
〇
か
月
と
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
土

壌
交
換
性
Ｋ
濃
度
は
低
下
し
、
葉
の
137‌

Cs

濃
度
は
上
昇
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
Ｋ
施
肥
は
コ
ナ
ラ
へ

の
137‌

Cs
吸
収
抑
制
に
一
定
の
効
果
を
示
す

も
の
の
、
速
効
性
の
高
い
硫
酸
Ｋ
肥
料
で

は
効
果
が
持
続
し
に
く
い
こ
と
が
示
唆
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
緩
効
性
の
Ｋ
肥
料
を

用
い
る
こ
と
で
効
果
を
よ
り
持
続
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
か
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑵　

山
菜
に
関
す
る
調
査

　

ワ
ラ
ビ
と
タ
ケ
ノ
コ
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
一
件
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
菜
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ワ
ラ
ビ
の
幼

葉
は
、
同
時
期
で
あ
っ
て
も
長
さ
に
は
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
ま
た
、
採
取
時
期
に
は

一
～
二
ヶ
月
程
度
の
幅
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
が
137‌

Cs
濃
度
に
及
ぼ
す
影

響
を
把
握
す
る
た
め
、
ワ
ラ
ビ
の
長
さ
や

採
取
時
期
と
、
137‌

Cs
濃
度
の
関
係
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
（
図
―
５
）。
そ
の
結

図－３　スギ大断面材の応力波測定の様子

図－４　樹皮における放射性物質の分布状況　　　　　　　　　
　　　　（左：写真、右：写真とイメージング画像の重ね合わせ）

果
、
ワ
ラ
ビ
が
短
い
ほ
ど
137‌

Cs
濃
度
は
高

い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
、
採
取
時
期
が
早

い
ほ
ど
137‌

Cs
濃
度
が
高
い
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
同
一
の
場
所
で
採

取
す
る
場
合
、
こ
の
結
果
を
参
考
に
ワ
ラ

ビ
の
長
さ
や
採
取
時
期
に
注
意
す
る
こ
と

で
、
137‌

Cs
濃
度
の
低
い
ワ
ラ
ビ
を
採
取
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
は
、

可
食
部
の
破
壊
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
も
し
、
食
用
と
し
な
い
部
位
の
137‌

Cs

濃
度
か
ら
可
食
部
の
濃
度
を
推
定
で
き
れ

ば
、
可
食
部
を
破
壊
せ
ず
に
調
査
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
可
食
部

と
非
食
用
部
位
（
皮
、
頂
端
部
、
基
部
）

の
137‌

Cs
濃
度
の
関
係
性
を
調
査
し
ま
し
た

（
図
―
６
）。
そ
の
結
果
、
可
食
部
の
137‌

Cs

濃
度
は
、
皮
、
頂
端
部
、
基
部
の
い
ず
れ

の
137‌

Cs
濃
度
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
強
い
正
の

相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
非
食
用
食
用
部
位

の
137‌

Cs
濃
度
か
ら
、
可
食
部
の
137‌

Cs
濃
度

を
お
お
よ
そ
推
定
で
き
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。

図－５　長さ別ワラビ

図－６　タケノコの各部位



5―　 ―

林業福島　令和８年６月１日発行

　

令
和
八
年
五
月
二
〇
日（
水
）、

当
協
会
の
令
和
八
年
度
第
一
回
役

員
会
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度
施

工
優
良
森
林
土
木
工
事
等
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
六
月
九
日
に
開
催
さ

れ
る
当
協
会
の
令
和
八
度
通
常
総

会
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

表
彰
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

優
良
森
林
土
木
工
事
等
表
彰

　

優
良
森
林
土
木
工
事
等
表
彰
は
、

工
事
施
工
者
の
技
術
の
向
上
と
工

事
の
安
全
施
工
の
確
保
及
び
技
術

者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
表

彰
の
対
象
と
な
る
工
事
は
、
地
方

林
業
協
会
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
令

和
七
年
度
施
工
の
森
林
土
木
工
事

で
、
福
島
県
と
当
協
会
で
構
成
す

る
表
彰
審
査
委
員
会
の
審
査
に
よ

り
選
考
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
七
年
度
に
つ
い
て
は
、
施

工
技
術
、
工
事
の
出
来
ば
え
、
工

程
管
理
、
安
全
管
理
等
が
優
れ
て

い
る
と
し
て
、
治
山
事
業
の
部
で

三
社
、
林
道
事
業
の
部
で
四
社
、

優
秀
工
事
監
督
者
と
し
て
七
人
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

緑
化
功
労
者

　

緑
化
功
労
者
は
、
緑
化
活
動
に

永
年
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。
福
島
市
の
「
蓬

萊
里
山
ふ
れ
ん
ず
」
は
、
自
然
豊

か
な
蓬
萊
を
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
十
五
年
に
蓬
萊
地
区
住
民
の
有

志
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た
。
蓬
萊

東
小
学
校
北
側
に
隣
接
す
る
市
有

林
（
十じ

ゅ
う

二に

御ご

前ぜ

山や
ま

）
の
活
用
方
法

を
検
討
し
、
散
策
路
や
林
内
の
整

備
、
竹
林
の
間
伐
、
カ
タ
ク
リ
群

生
地
の
整
備
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
令
和
五
年
度
に
は
五
ヶ
年
間

の
「
環
境
管
理
計
画
」
を
作
成
し
、

十
二
御
前
山
の
整
備
や
環
境
管
理

を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元

小
学
生
を
対

象
に
森
林
環

境
学
習
を
実

施
す
る
な
ど
、

緑
化
の
推
進

に
大
き
な
功

績
を
上
げ
、
地
域
社
会
の
活
性
化

に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
今
年
度

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞

　

ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞
は
、

森
づ
く
り
活
動
や
森
林
文
化
の
継

承
を
通
し
て
、
緑
豊
か
な
ふ
く
し

ま
の
創
造
に
貢
献
し
た
優
れ
た
個

人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞
審
査
会

に
お
い
て
、
各
市
・
地
方
緑
化
推

進
委
員
会
、
林
業
会
議
構
成
団
体

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
方
の
中
か
ら

選
ば
れ
ま
す
。

　

桑
折
町
の
半
田
山
愛
草
会
は
、

半
田
山
の
貴
重
な
山
野
草
の
保
護

を
主
な
目
的
に
平
成
二
八
年
に
会

員
二
七
名
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
丁
寧
に
育
て
増
や
す

活
動
を
通
じ
た
結
果
、
稀
少
な
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
の
群
生
が
大
幅
に
広

が
り
、
山
の
美
し
い
景
観
づ
く
り

に
も
寄
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
半

田
山
の
案
内
図
や
山
開
き
ポ
ス
タ
ー

へ
の
掲
載
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

被
写
体
に
な
る
な
ど
、
こ
う
し
た
地

道
な
取
り

組
み
が
実

を
結
び
、

山
野
草
が

見
頃
を
迎

え
る
時
期

に
は
、
県

内
外
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
を
魅
了
す

る
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
県
土
の
保
全
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
に
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
事

業
者
の
方
々
の
功
績
を
広
く
県
民

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
県

民
の
森
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
今
後
も
表
彰
事
業
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

１　優良森林土木工事受賞者
　⑴　治山事業の部

推薦協会 工事名（地区名） 工事施工者

南 会 津 治山施設（向山地区） 山星建設㈱

相 馬 治山施設（萩平地区） 後藤建設工業㈱

い わ き 治山施設（薄磯三丁目地区） ㈱山一緑化土木

　⑵　林道事業の部

推薦協会 工事名（路線名） 工事施工者

県 中
林業専用道整備事業袖山田
尻線新設（袖山田尻線）

㈲高柴建設

会 津
山のみち地域づくり交付金

（北塩原・磐梯（北塩原）線）
㈱高橋建設

南 会 津 森林居住環境（七ヶ岳線） 東邦土建工業㈱

双 葉 林業専用道（平沢線） ㈲河原組

２　優秀工事監督者受賞者

推薦協会 所属事業所 氏　名

県 中 ㈲高柴建設 宗像　　淳

会 津 ㈱高橋建設 遠藤　健志

南 会 津
山星建設㈱ 湯田　真善

東邦土建工業㈱ 石塚　信之

相 馬 後藤建設工業㈱ 菅野　昌彦

双 葉 ㈲河原組 渡部　眞吾

い わ き ㈱山一緑化土木 阿部　陽一

３　緑化功労者受賞者

市町村名 氏　　　名

福 島 市 蓬萊里山ふれんず

４　ふくしま森づくり大賞

表 彰 部 門 市町村名 受賞者名

森林文化振興部門 桑 折 町 半田山愛草会

森
林
土
木
工
事
・
緑
化
活
動
の
優
良

森
林
土
木
工
事
・
緑
化
活
動
の
優
良

団
体
・
事
業
者
等
が
決
定

団
体
・
事
業
者
等
が
決
定

��

（
公
社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
公
社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
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（
公
社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
公
社
）福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

福
島
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

　

令
和
八
年
二
月
十
三
日（
金
）、
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
大
講
義
室
を
会
場
に
、

令
和
七
年
度
第
二
回
雇
用
管
理
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会

の
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
林
業
就

業
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
も

の
で
、
林
業
事
業
体
に
お
け
る
雇
用
管
理

の
改
善
や
、
林
業
へ
の
就
業
促
進
、
職
場

定
着
を
図
り
、
林
業
労
働
力
の
育
成
・
確

保
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
七
年
十
一
月
に
開
催
し
た
第
一
回

研
修
会
で
は
、「
林
業
就
業
者
の
採
用
・
定

着
の
た
め
の
実
践
的
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
長
岡
聡
氏
を
講

師
に
迎
え
、
採
用
や
人
材
定
着
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
参
加
者
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
二
回
研
修
会
は
、「
林
業
現

場
の
た
め
の
身
体
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

プ
ロ
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
国
内
外
で

活
躍
し
、
身
体
表
現
指
導
者
と
し
て
全
国

各
地
で
活
動
し
て
い
る
茂
木
恵
一
郎
氏
を

講
師
に
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
見
す
る
と
、「
林
業
」
と
「
バ
レ
エ
」

は
対
極
に
あ
る
分
野
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。
林
業
は
重
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

扱
う
力
仕
事
、
バ
レ
エ
は
芸
術
的
な
身
体

表
現
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
身
体

づ
く
り
や
身
体
の
使
い
方
と
い
う
観
点
で

は
、
実
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
不
安
定
な
斜
面
や
足
場
で

安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
、
下
半
身
の
筋

力
や
体
幹
の
安
定
性
が
重
要
で
す
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
重
量
や
振
動
に
対
応
し
な
が
ら
、

長
時
間
作
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、
身
体

の
軸
を
保
ち
、
効
率
よ
く
身
体
を
使
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
バ
レ
エ
で
も
、
片
足
立
ち
や
ジ
ャ

ン
プ
、
回
転
な
ど
を
安
定
し
て
行
う
た
め

に
、
体
幹
や
下
半
身
の
強
さ
、
重
心
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
が
必
要
で
す
。
故

障
を
防
ぎ
、
長
く
踊
り
続
け
る
た
め
の
身

体
の
ケ
ア
や
、
日
頃
か
ら
の
柔
軟
性
向
上

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

林
業
は
「
実
用
的
な
身
体
づ
く
り
」、
バ

レ
エ
は
「
美
し
い
動
き
の
た
め
の
身
体
づ

く
り
」
と
目
的
こ
そ
異
な
り
ま
す
が
、「
不

安
定
な
環
境
の
中
で
軸
を
保
ち
、
下
半
身

を
基
盤
と
し
て
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
」
と
い
う
点
で
は
、
本
質
的
に
近
い
部

分
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

研
修
会
前
半
で
は
、
約
一
時
間
に
わ
た

り
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
、
太
も
も
や
股

関
節
、
腰
ま
わ
り
を
中
心
に
柔
軟
性
を
高

め
る
動
き
を
学
び
ま
し
た
。
疲
労
軽
減
や

ケ
ガ
の
予
防
に
つ
な
が
る
身
体
の
使
い
方

に
つ
い
て
、
実
践
を
交
え
な
が
ら
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

後
半
の
約
四
五
分
で
は
、
下
半
身
や
腹

筋
、
背
筋
を
中
心
と
し
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
体
幹
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
で
、
不
安
定
な
足
場
で
の
作
業

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
操
作
時
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
動
き
を
学
び
、
参
加
者
も
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
足
首
や
ア
キ
レ
ス
腱

ま
わ
り
の
ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
、
肩
こ
り
対

策
、
瞬
発
力
を
高
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
身

体
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
内
容
を
日
々

の
作
業
や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
取
り
入
れ
、
安

全
で
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
や
労
働
災

害
の
防
止
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
教
わ
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
等
内

容
の
一
部
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

雇
用
管
理
研
修
会

雇
用
管
理
研
修
会

「
林
業
現
場
の
た
め
の
身
体
づ
く
り
講
座
」

「
林
業
現
場
の
た
め
の
身
体
づ
く
り
講
座
」

��

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

講師の茂木恵一郎氏

研修会の様子

茂木氏のご指導のもとストレッチを行います

林業アカデミーふくしま研修生にも
参加いただきました

茂木氏による直接指導も！
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林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
①

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
研
修
日
誌
①

○
は
じ
め
に

　

こ
の
研
修
日
誌
で
は
、
就
業
前
長
期
研

修
の
一
年
間
に
わ
た
る
歩
み
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

　

五
期
生
が
本
県
の
林
業
を
支
え
る
次
世

代
の
担
い
手
と
し
て
、「
知
識
・
技
術
・

資
格
・
イ
ン
タ
ー
ン
」
の
四
つ
の
柱
で
実

践
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
姿
を
、
毎
月
研

修
内
容
の
紹
介
と
研
修
生
の
感
想
を
通
し

て
お
届
け
し
ま
す
。

○
四
月
の
研
修
内
容

●
森
林
・
林
業
に
関
す
る
幅
広
い
「
知
識
」

の
習
得

「
森
林
・
林
業
の
基
礎
」

　

林
業
技
術
者
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
習

得
す
る
た
め
、
本
県
の
森
林
や
林
業
の
現

状
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

「
林
業
の
仕
事
」

　

林
業
の
現
場
の
仕
事
を
知
る
た
め
、
間

伐
施
業
地
と
地
拵
え
後
の
こ
れ
か
ら
植
栽

を
行
う
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

「
林
業
の
手
道
具
」

　

林
業
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
「
ナ

タ
」
や
「
ノ
コ
ギ
リ
」
な
ど
手
道
具
の
扱

い
方
を
学
び
ま
し
た
。
刃
物
を
扱
う
上
で

の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
も
考
え
ま

し
た
。

「
特
用
林
産
」

　

特
用
林
産
物
の
概
要
と
現
状
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
し
い
た
け
の
種
駒
を
原
木
に
打

ち
込
む
作
業
と
伏
せ
込
み
を
体
験
し
ま
し

た
。

「
森
林
保
護
」

　

気
象
害
、
虫
害
、
獣
害
と
そ
の
対
応
な

ど
を
学
び
、
近
年
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
シ

カ
の
樹
皮
剥
ぎ
対
策
を
実
際
の
現
場
で
体

験
し
ま
し
た
。

●
森
林
施
業
「
技
術
」
の
習
得

「
安
全
の
基
礎
」

　

就
業
前
長
期
研
修
に
お
い
て
最
も
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
『
安
全
』
に
つ
い

て
、
林
内
作
業
の
労
災
事
故
事
例
な
ど
か

ら
学
び
ま
し
た
。

「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術
」

　

特
別
教
育
後
初
回
の
講
義
で
は
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
方
法
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
持
ち
方
、
丸
太
を
伐
る
時
の
姿

勢
、
チ
ェ
ー
ン
ブ
レ
ー
キ
の
徹
底
な
ど
細

か
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
周
囲
測
量
」

　

森
林
施
業
に
欠
か
せ
な
い
測
量
技
術
を

習
得
す
る
た
め
、
地
図
の
読
み
方
や
シ
ル

バ
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
、
ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン

パ
ス
に
よ
る
測
量
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

●
資
格
の
取
得

「
刈
払
・
伐
木
等
業
務
の
基
礎
」

　

刈
払
機
と
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
操
作
す
る

た
め
に
特
別
教
育
を
受
講
し
ま
し
た
。

「
救
命
訓
練
」

　

万
が
一
の
事

態
に
備
え
、
適

切
な
救
命
救
急

処
置
の
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

救
急
法
を
行
う

上
で
の
基
礎
知

識
や
心
肺
蘇
生

の
方
法
な
ど
を

身
に
つ
け
ま
し

た
。

●
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
実
施
等

「
社
会
人
教
養
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
）」

　

入
講
し
て
最
初
の
講
義
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
一
年
間
と
も
に
歩
む
仲
間
と
親
睦

を
深
め
つ
つ
、
人
と
の
関
わ
り
方
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

　

七
月
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
向
け
て

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
、
県
内
の
森
林

組
合
や
林
業
事
業
体
仕
事
の
種
類
や
内
容
、

就
職
先
を
選
ぶ
際
の
留
意
点
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

○
研
修
生
の
感
想

　

村
越
理
朗
（
む
ら
こ
し
み
ち
お
）

　

入
講
式
か
ら
お
よ
そ
三
週
間
、
主
に
座

学
と
実
習
で
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

座
学
で
は
林
業
の
基
礎
と
し
て
各
用
語
か

ら
始
ま
り
、
森
林
の
成
り
立
ち
、
木
材
の

活
用
な
ど
、
実
習
で
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

資
格
を
取
得
し
た
他
、
測
量
の
基
本
、
森

林
保
護
な
ど
、
幅
広
い
内
容
の
研
修
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
初
の
週
に
は
事
業
体
が
実
際

に
作
業
し
て
い
る
現
場
に
伺
い
、
伐
倒
作

業
、
地
ご
し
ら
え
の
様
子
を
見
学
し
ま
し

た
。
月
の
後
半
に
は
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

行
わ
れ
、
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

各
事
業
体
の
特
色
、
林
業
に
お
け
る
就
業

状
況
な
ど
に
関
し
て
具
体
的
な
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
両
方
と
も
四
月
の
時
点
か
ら

来
年
の
就
業
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
内

容
で
し
た
。

　

全
般
的
に
ま
だ
導
入
の
段
階
と
の
印
象

は
あ
り
ま
し
た
が
、
講
義
が
進
み
内
容
が

高
度
に
な
っ
て
き
た
際
の
基
本
と
な
る
部

分
だ
と
思
う
の
で
、
随
時
振
り
返
り
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
研
修
で

は
、
就
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
す
る

こ
と
で
重
点
的
に
取
り
組
む
分
野
を
明
確

に
し
つ
つ
臨
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

現場見学の様子

真っ直ぐ切る練習
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１　はじめに
　管内では、放射性セシウムの影響により福島市、伊達市及び二本松市の野生のわらびが出荷制限となって
います。一方、この３市については、県が出荷のための安全性を確認し生産者台帳に登録したほ場で栽培さ
れたわらび（以下、「栽培わらび」）のみ出荷・販売することができる仕組みとなっています。本稿では、管
内における栽培わらびの安全・安心な流通に向けた取組を紹介します。

２　安全・安心な流通に向けた取組
　⑴栽培わらびの台帳登録
　　　栽培わらびとして認められるためには、
　　・わらびのほ場が山林と明確に区分されていること
　　・放射性物質吸収抑制のための施肥や刈り払い等の管理が行

われていること
　　　などの条件を満たす必要があります。そのため生産者から

新たに出荷希望の連絡があった際には、現地確認を行い、管
理状況の聞き取りを行います。さらに、発生したわらびの放
射性セシウム濃度を測定し、安全性が確認された場合に、生産者台帳に登録されます。

　　　わらびは収穫物が軽く、管理作業も比較的少ないため、高齢者でも取り組みやすい作物です。そのた
め、毎年、新たに栽培をはじめる方が一定数います。令和７年度末時点での台帳登録数は、福島市56ほ
場、伊達市45ほ場、二本松市43ほ場となっており、私が担当となった令和５年度からの３年間では、新
たに福島市11ほ場、伊達市７ほ場、二本松市６ほ場を台帳登録しました。

　⑵モニタリング検査、生産者番号等の表示
　　　毎年、二本松市では抽出により１～３名の生産者に、栽培

わらびの出荷制限を解除した福島市及び伊達市では生産者ご
とに県のモニタリング検査を受けていただき、安全性の確認
を行っています。また、台帳登録後に出荷・販売する際には、
未登録ほ場のわらびが流通しないよう、直売所等と連携して
商品ラベルや売り場のポップ等に品目名や産地（市町村名）に
加えて、「生産者氏名」及び「生産者番号」を表示していただ
いています。

３　おわりに
　春になると、地域の直売所には栽培わらびが並びます。先日訪れた直売所では、栽培わらびが１束230ｇ、
350円で販売されていました。10ａ当たり350㎏程度の収量が見込まれることから、春先のちょっとした収入
になっています。収穫時期は４月から６月頃までですが、需要が高いのは春で、ほかの園芸作物が店頭に並
び始める前は特に売れ行きがいいようです。
　なお、このほか管内では川俣町のわらびが出荷制限となっています。現在、川俣町における栽培わらびの
出荷制限解除に向けた取組を進めており、今後も関係者と連携しながら、安全・安心な山菜の流通と地域の
山菜復興に向け、取り組んでまいります。

普及指導員通信

福島県県北農林事務所
� 林業普及指導員　小　椋　絵　里

県北地域における安全・安心な
栽培わらびの流通に向けた取組

直売所に陳列された栽培わらび

栽培わらびのほ場の様子
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創
生
期
間
」
に
入
り
ま
す
。
関
東
森
林
管

理
局
で
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
付
け
で

「
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー
」

を
「
福
島
森
林
再
生
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

磐
城
森
林
管
理
署
内
に
事
務
所
を
設
置
し

ま
し
た
。

福
島
森
林
再
生
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
帰
還
困
難
区
域
内

の
国
有
林
の
森
林
整
備
の
再
開
な
ど
を
通

は
じ
め
に

　

平
成
二
三
年
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
て
か
ら
十

五
年
が
経
過
し
、
帰
還
困
難
区
域
に
お
い

て
は
、
長
ら
く
森
林
整
備
が
止
ま
っ
た
ま

ま
で
し
た
が
、
政
府
の
復
興
の
基
本
方
針

（「
第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
」
以
降
に
お

け
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本

方
針
）
が
令
和
六
～
七
年
度
に
変
更
さ
れ

た
際
、
帰
還
困
難
区
域
を
含
め
た
森
林
・

林
業
再
生
や
森
林
整
備
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て

は
、
令
和
八
年
度
か
ら
「
第
三
期
復
興
・

じ
、
原
子
力
災
害
被
災
地
域
の
森
林
・
林

業
再
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
放
射
性
物
質
対
策
に
つ
い

て
の
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
実
証

事
業
や
調
査
事
業
等
に
つ
い
て
、
局
・
署

及
び
県
な
ど
と
も
連
携
し
セ
ン
タ
ー
が
主

体
と
な
っ
て
対
応
し
ま
す
。

【
主
な
業
務
内
容
】

　

①　

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
森
林
整

備
事
業
（
実
証
含
む
）

　

②　

放
射
性
物
質
関
係
調
査
事
業

　

③　

里
山
再
生
事
業
（
民
国
連
携
）

　

④　

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る
森
林
整

備
等
の
地
元
窓
口

　

⑤　

帰
還
困
難
区
域
の
森
林
整
備
や
調

査
結
果
の
情
報
発
信

令
和
八
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

①�　

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
事
業

　

平
成
二
六
年
度
か
ら
避

難
指
示
解
除
区
域
の
国
有

林
に
お
い
て
空
間
線
量
率

等
の
調
査
を
継
続
的
に
実

施
し
て
お
り
、
令
和
七
年

度
か
ら
は
、
調
査
対
象
に

帰
還
困
難
区
域
を
追
加
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

②　

森
林
整
備
再
開
に
向

け
た
実
証
事
業

　

令
和
七
年
度
に
、
帰
還
困
難
区
域
に
お

い
て
、
浪
江
町
内
の
国
有
林
内
に
〇
・
一

二
㌶
の
実
証
区
域
を
六
箇
所
（
〇
・
七
二

㌶
）
設
定
し
、
間
伐
等
の
実
証
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
同
様
の
作
業

に
つ
い
て
事
業
規
模
（
約
十
㌶
）
で
実
施

す
る
と
と
も
に
、
搬
出
間
伐
や
木
材
利
用

に
か
か
る
取
組
も
実
施
し
ま
す
。

③　

成
果
報
告
会
の
開
催

　

森
林
作
業
者
・
木
材
利
用
者
の
皆
様
と

関
係
者
に
向
け
て
、
帰
還
困
難
区
域
に
お

け
る
森
林
整
備
や
同
区
域
内
で
伐
採
さ
れ

た
木
材
の
安
全
・
安
心
に
か
か
る
情
報
発

信
の
場
と
し
て
、
成
果
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
（
令
和
九
年
一
月
下
旬
か
ら
二
月
上

旬
に
開
催
予
定
）。

最
後
に

　

こ
の
四
月
か
ら
は
第
三
期
復
興
・
創
生

期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
避
難
者

の
帰
還
や
生
活
環
境
の
整
備
等
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
進
ん
だ
取
組
が
必
要
と
な
る
極

め
て
重
要
な
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福

島
森
林
再
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望
に
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
関
係
機
関
や
林
業
事
業

体
等
と
力
を
合
わ
せ
て
、
帰
還
困
難
区
域

の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

林野庁　関東森林管理局
福島森林再生センター

　　所長　栗　田　喜　則

団体のページ

森林管理署メモ

帰
還
困
難
区
域
の

森
林
整
備
再
開
に
向
け
て

�

林
野
庁
　
関
東
森
林
管
理
局

�

福
島
森
林
再
生
セ
ン
タ
ー
　

開所式の様子（Ｒ８．４．14）
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｜
林
｜
災
｜
防
｜
だ
｜
よ
｜
り
｜

林
材
業
労
災
防
止
協
会
福
島
県
支
部

　
　

令
和
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

日
頃
よ
り
、
当
支
部
の
運
営
に
御
支
援
・

御
協
力
を
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
支
部
で
は
、
林
材
業
の
労
働
災
害
防

止
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
安
全
衛
生
教

育
、
技
能
講
習
、
集
団
指
導
会
等
の
実
施

や
安
全
衛
生
技
術
情
報
・
労
働
災
害
情
報

の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、
林
材
業
の
現
場

で
労
働
災
害
防
止
活
動
が
着
実
に
実
践
さ

れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

○�

令
和
七
年
度
事
業
計
画
の
基
本

方
針

　

第
十
四
次
労
働
災
害
防
止
計
画
及
び
林

材
業
労
働
災
害
防
止
計
画
（
二
〇
二
三
～

二
〇
二
七
年
）
の
三
年
目
（
令
和
七
年
）

の
県
内
の
年
間
死
傷
者
数
を
見
る
と
、
林

業
に
お
い
て
は
、
四
一
件
（
内
死
亡
一
件
）

の
発
生
が
あ
り
令
和
元
年
～
令
和
四
年
平

均
の
三
〇
件
と
比
べ
て
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
材
木
製
品
製
造
業
に
お

い
て
は
、
二
六
名
の
発
生
と
な
っ
て
お
り

令
和
元
年
～
令
和
四
年
平
均
で
二
八
名
と

比
べ
て
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
五
カ
年
計
画
（
死
傷
災
害
五
㌫

以
上
の
減
少
）
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、

よ
り
確
実
な
対
策
を
県
・
林
業
関
係
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
厚
生
労
働

省
が
伐
木
等
作
業
に
お
け
る
安
全
対
策
と

し
て
定
め
た
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一

部
改
正
」
及
び
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る

伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
並
び
に
、
新
た
な
「
林
業
・
木
材

製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」（
令
和
五

年
十
二
月
十
一
日
適
用
）
の
内
容
を
会
員

並
び
に
関
係
林
業
事
業
体
に
対
し
て
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
以
下
の
事
業
を
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
事
項
（
主
た
る
も
の
）

　

具
体
的
に
取
り
組
む
事
項
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
皆
様
の
御
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
く
計
画
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

１　

安
全
衛
生
管
理
活
動
事
業

　
　

先
山
ゼ
ロ
災
推
進
巡
回
指
導
、
安
全

衛
生
指
導
員
等
の
研
修
会
開
催
な
ど
。

２　

労
働
災
害
防
止
特
別
活
動
推
進
事
業

　
　

振
動
障
害
特
殊
健
康
診
断
受
診
の
促

進
な
ど
。

３　

安
全
衛
生
教
育
支
援
事
業

　
　

林
業
架
線
作
業
主
任
者
・
木
材
加
工

用
機
械
・
伐
木
等
特
別
教
育
・
機
械
集

材
装
置
・
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
・
刈

払
機
・
ロ
ー
プ
高
所
作
業
・
伐
木
等
業

務
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
や
伐

木
初
心
者
に
対
す
る
伐
木
実
技
訓
練
、

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し
ま
に
対
す
る

安
全
指
導
や
実
技
指
導
等
に
関
す
る
協

力
な
ど
。

　

※
実
施
日
時
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
（http://w

w
w.fm

okuren.jp/

）

　
　

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

４　

安
全
衛
生
対
策
支
援
事
業

　
　

講
師
の
養
成
、
安
全
衛
生
大
会
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
選
手
権
公
式
審
判
員
の

養
成
、
林
業
の
技
能
検
定
制
度
技
能
評

価
者
養
成
と
検
定
試
験
予
定
者
に
対
す

る
受
験
対
策
支
援
、
地
域
協
議
会
へ
の

講
師
派
遣
な
ど
。

５　

林
業
労
働
災
害
防
止
に
関
連
す
る
受

託
業
務

　
　
「
緑
の
雇
用
」
担
い
手
確
保
支
援
事

業
、
林
業
労
働
安
全
活
動
促
進
事
業
、

伐
採
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
受
託
な

ど
。

６　

会
員
へ
の
補
助
事
業
等

　
　

安
全
装
備
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
保
護
衣
、

安
全
ブ
ー
ツ
、
防
振
手
袋
）
購
入
補
助
、

振
動
障
害
二
次
健
診
の
受
診
補
助
、
木

材
加
工
用
機
械
技
能
講
習
支
援
な
ど
。

伐木等特別教育（会津農林高校）

伐採現場の安全指導



11―　 ―

林業福島　令和８年６月１日発行

建
物
の
記
憶
を
次
の
暮
ら
し
へ　

～
手
刻
み
の
技
が

受
け
継
ぐ
木
の
文
化
～�

（
有
限
会
社　
齋
藤
工
匠
店
）

木
の
文
化
を
育
む
�

郡
山
女
子
大
学　

生
活
科
学
科　

建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻　

准
教
授　

阿　

部　

恵
利
子

○
は
じ
め
に

　

地
域
に
残
る
建
物
に
は
、
長
い
年
月
の

中
で
営
ま
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
記
憶
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
体
し
て
建

て
替
え
る
だ
け
で
な
く
、
今
の
暮
ら
し
に

合
わ
せ
て
改
修
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
資

源
を
生
か
し
、
木
造
建
築
の
価
値
を
継
承

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

○
地
域
の
木
造
建
築
を
支
え
る

　

有
限
会
社
齋
藤
工
匠
店
（
二
本
松
市
）

は
、
明
治
十
年
に
創
業
し
た
地
域
に
根
ざ

し
た
工
務
店
で
す
。
神
社
仏
閣
や
住
宅
建

築
を
中
心
に
手
が
け
、
現
在
は
住
宅
や
店

舗
の
新
築
、
増
改
築
、
修
復
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。
伍
代
目
代
表
の
齋
藤
守
平
さ
ん
は
、

東
京
の
建
設
会
社
や
設
計
事
務
所
で
経
験

を
積
み
、
帰
郷
後
に
家
業
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
大
工
の

技
術
に
、
設
計
や
現
場
管
理
の
経
験
を
重

ね
な
が
ら
、
時
代
に
合
っ
た
木
造
建
築
の

あ
り
方
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

○
手
刻
み
に
受
け
継
が
れ
る
大
工
の
技

　

齋
藤
工
匠
店
は
、
手
刻
み
に
よ
る
木
材

加
工
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
工
場
で
加

工
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
が
主
流
と
な
る
中
で

手
刻
み
を
続
け
る
こ
と
は
、
一
本
一
本
異

な
る
木
材
の
特
性
を
見
極
め
、
構
造
材
と

し
て
の
使
わ
れ
方
や
納
ま
り
を
考
え
な
が

ら
加
工
す
る
大
工
の
技
術
を
、
現
場
の
中

で
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

○
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
転
機

　

守
平
さ
ん
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
き

合
う
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
自
身
の
実
家

の
改
修
で
し
た
。
既
存
の
梁
を
生
か
し

な
が
ら
空
間
を
整
え
た
「
匠
の
家
」
は
、

RENOVAT
IO

N O
F T

H
E Y

EA
R 2023

技
術
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
既
存
建
物

の
改
修
は
新
築
と
は
異
な
り
、
現
場
ご
と

に
構
造
や
部
材
の
状
態
を
読
み
取
る
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
柱
や
梁
を
ど
の
よ
う
に

残
し
、
ど
こ
に
補
強
を
加
え
、
ど
の
部
分

を
新
し
い
材
と
組
み
合
わ
せ
る
の
か
。
そ

の
判
断
に
は
、
木
造
建
築
の
構
法
を
理
解

し
、
木
材
と
向
き
合
っ
て
き
た
経
験
が
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
屋
を
住
ま
い
へ
と
再
生
し
た
「
納
屋

に
住
む
。」
や
、
住
宅
の
一
室
を
書
店
と
し

い
て
い
き
ま
す
。

て
地
域
に
開
い
た
「
ひ
ら
く
」
も
、
そ
れ

ぞ
れRENOVA

T
IO

N O
F T

H
E Y

EA
R 

2024

、2025

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
、
既
存
の
構
造
や
空
間
を
読
み
取
り
、

建
物
の
用
途
や
可
能
性
を
広
げ
る
改
修
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
記
憶
を
受
け
継
ぐ
店
舗
再
生

　

二
本
松
市
針
道
地
区
で
親
し
ま
れ
て
き

た
飲
食
店
「
ニ
ュ
ー
ペ
ガ
」
は
、
四
代
目

の
守
司
さ
ん
が
建
て
た
建
物
で
す
。
閉
店

後
、
オ
ー
ナ
ー
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
守

平
さ
ん
が
改
修
を
担
い
、
現
在
は
守
平
さ

ん
の
弟
さ
ん
が
「
旬
菜　
紫
陽
花
」
と
し
て

営
業
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
々
が
集
っ

た
建
物
が
、
再
び
人
を
迎
え
る
場
と
な
り
、

建
物
に
刻
ま
れ
た
記
憶
を
次
の
世
代
へ
つ

な
い
で
い
ま
す
。

○
ま
と
め

　

地
域
に
残
る
建
物
を
今
の
暮
ら
し
に
合

わ
せ
て
改
修
し
、
使
い
続
け
る
こ
と
は
、
木

造
建
築
の
価
値
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
手

刻
み
で
培
わ

れ
た
技
術
を

古
い
建
物
の

改
修
に
生
か

す
こ
と
で
、

建
物
に
刻
ま

れ
た
記
憶
や

人
々
の
想
い

も
、
こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し

の
中
で
息
づ

丁寧に手作業をする齋藤さん 「匠の家」RENOVATION OF THE YEAR 2023　技術賞受賞
After Before

140余年の歴史を受け継ぐ齋藤工匠店
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全
国
的
に
ク
マ
の
被
害
が
報
道
さ
れ
る

昨
今
、
会
津
地
域
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出

没
特
別
注
意
報
が
四
月
下
旬
か
ら
発
令
さ

れ
て
お
り
、
以
前
は
気
に
も
留
め
な
か
っ

た
の
に
最
近
で
は
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
現

場
に
赴
い
て
い
ま
す
。
ク
マ
と
相
対
し
た

経
験
が
あ
る
猟
師
か
ら
「
棒
切
れ
を
持
っ

て
威
嚇
す
れ
ば
ク
マ
も
ビ
ビ
る
」
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
は
足
が
す

く
ん
で
真
似
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
測
量
ポ
ー
ル
で
は
強
度
が
弱

い
の
で
ダ
メ
だ
そ
う
で
す
。

　

ク
マ
と
の
遭
遇
を
減
ら
す
対
策
と
し

て
、
熊
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
出
る
物
を

私
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策

携
帯
し
、
予
め
人
間
の
存
在
を
ク
マ
に
認

知
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
所

持
し
て
い
る
の
は
、
手
動
式
の
エ
ア
ホ
ー

ン
で
す
。
六
年
ほ
ど
前
、
某
通
販
サ
イ
ト

か
ら
約
二
、
五
〇
〇
円
で
購
入
し
ま
し
た

（
同
一
品
は
在
庫
切
れ
で
す
）。
若
干
か
さ

ば
る
も
の
の
、
電
池
が
な
く
て
も
使
用
で

き
る
点
と
、
相
当
大
き
な
音
が
出
る
点
が

優
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
現
場
に
持
参
し
た

と
き
に
は
、
山
菜
を
採
取
し
て
い
た
方
か

ら
「
ラ
ッ
パ
を
鳴
ら
し
て
い
た
人
だ
ね
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ク
マ
避
け
以
外
で
も
、

森
林
内
で
同
行
者
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た

時
に
、
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

奥
山
に
多
く
存
在

す
る
県
営
林
の
管
理

を
担
当
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
呼
び
で
な

い
ク
マ
と
鉢
合
わ
せ

し
な
い
よ
う
用
心
し

な
が
ら
、
今
日
も
現

場
へ
出
か
け
て
き
ま

す
。

県森連いわき共販における木材市況（５月分）
令和８年６月１日
福島県森林組合連合会 （単位：㎥当り千円）

東　

村　

真
太
郎

福
島
県
会
津
農
林
事
務
所

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

ス　ギ

4.00
９下 12.0 11.5

10～13 14.0 13.5
24上 13.5 13.0

3.65
16上
24上 11.5 10.3

3.00

９下 11.5 9.5
10～13 11.5 10.3
14～16 11.5 10.5
18～20 12.6 11.5
22上 13.5 12.0

6.00 16～20 14.0 13.5
2.00 16上 7.5 6.0

ヒノキ
4.00

10～13 9.0 8.8
14～16 16.5 14.0
18～20 16.2 15.0
22上 16.2 15.2

3.00 16～20 15.9 14.5

アカマツ

4.80 18～22

4.00
18～22 10.5 10.0
24上 10.5 10.0

3.00
16～22 10.5 10.0
24上 10.5 10.0

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ）

径　級
（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

カラマツ 4.00
12下

13～14
16上

ク　リ
4.00 16上 12.0 11.0
3.00 16上 11.0 10.5

モ　ミ 4.00 20上

市況概要と市況展望 ６月の共販日

　販売量は1,929㎥（前年同月比75％）でした。
　スギ３ｍ、４ｍ材とも、引き合いあり、活発に
取り引きされました。先行きこの状況が続くと思
われますが、梅雨、虫害等の影響が出ると思われ
るため、供給量に不安があります。出荷のほど、
よろしくお願いいたします。

８日㈪

17日㈬

29日㈪

行　事　と　お　知　ら　せ

県森連の木材市況は、県森連のホームページでもご覧いただけます。

� 福島県森林組合連合会　木材市況 検索 　
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編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

５ヶ年分の編集後記

林業福島　令和８年６月１日発行

三
つ
目
の
あ
り
が
と
う

「植林地を守る」
第22回ふくしま森林・林業写真コンクール
入選
受賞者　西山　栄さん（いわき市）
撮影場所：田村市都路
コメント：�植林木を守るための草

刈りは欠かせない。

　

一
つ
目
の
あ
り
が
と
う　

知
人
た
ち
と
の
会
食
会
場
へ
電
車
に
乗
ろ
う
と
無
人
駅
の

ベ
ン
チ
に
腰
を
掛
け
て
い
る
と
、
そ
こ
に
女
子
高
校
生
が
「
こ
の
電
車
に
乗
れ
ば
福
島
駅

ま
で
い
け
ま
す
か
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。
六
月
に
し
て
は
、
む
せ
か
え
る
よ
う
な
暑
さ

の
残
る
夕
刻
だ
っ
た
。
一
緒
に
電
車
に
乗
り
込
む
と
、
少
女
は
、
私
の
隣
に
座
り
話
し
か

け
て
き
た
。
内
容
は
、
四
月
に
高
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
だ
が
、
隣
の
席
の
バ
レ
ー
部
の

男
子
学
生
と
恋
に
落
ち
た
と
い
う
。
彼
女
曰
く
「
両
想
い
な
ん
で
す
」
と
。
続
く
話
の
中

で
付
き
合
い
始
め
て
ど
う
も
二
日
ら
し
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
が
、
い
ま
隣
の
見
ず
知
ら

ず
の
少
女
と
恋
バ
ナ
を
し
て
い
る
自
分
が
と
て
も
不
思
議
で
、
思
わ
ず
自
分
の
年
齢
を
見

失
っ
た
。
少
女
は
、
終
始
、
恋
を
し
た
ウ
キ
ウ
キ
感
と
ド
キ
ド
キ
感
で
溢
れ
て
い
た
。
終

着
駅
で
降
り
て
、
頑
張
っ
て
ね
と
月
並
み
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、
話
を
聞
い
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
頭
を
下
げ
た
。
見
送
っ
た
少
女
の
後
ろ
姿
は
、
と
び
っ
き

り
弾
ん
で
い
た
。

　

二
つ
目
の
あ
り
が
と
う　

会
食
後
の
帰
り
際
、
小
五
の
男
の
子
が
、
靴
箱
か
ら
知
人
の

お
父
さ
ん
の
靴
を
出
し
て
並
べ
て
あ
げ
た
。
知
人
は
、
さ
り
気
な
く
「
あ
り
が
と
う
」
と

伝
え
る
。
日
頃
の
ふ
た
り
の
向
き
合
い
方
が
お
互
い
の
小
さ
な
リ
ス
ペ
ク
ト
に
な
り
、
そ

れ
が
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
と
言
葉
に
な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

ゆ
き
ず
り
の
あ
り
が
と
う
も
小
さ
な
リ
ス
ペ
ク
ト
の
あ
り
が
と
う
も
心
が
と
て
も
温
か

く
な
っ
て
、
私
だ
け
が
と
て
も
得
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

も
う
す
ぐ
父
の
日
。
今
は
も
う
亡
き
父
に
心
か
ら
の
あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
。
三
つ

目
の
あ
り
が
と
う
は
、
私
か
ら
だ
。�

第
一
五
七
話
（
都
）

�

「
林
業
福
島
」
編
集
発
行
人　

飯　

沼　

隆　

宏

　

編
集
発
行
人
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
五
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
方
か
ら
「
林
業
福
島
読
ん
で
ま
す
よ
。」
と

仰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
数
多
の
読
者
の
皆
様
に
勇
気
づ
け
ら
れ

な
が
ら
、
よ
り
良
い
紙
面
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
玉

稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
思
い
、
編
集
委
員
の
方
々
の
御
尽
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
林
業
福
島
」
の
編
集
発
行
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
林
業
の
踏
襲
に
止
ま
る
こ
と
な
く
新
た
な
林
業

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
若
き
林
業
経
営
者
な
ど
、
民
・
官
・
学
を
問
わ
ず
県

内
各
地
の
森
で
躍
動
す
る
力
は
正
に
大
き
な
希
望
で
す
。
公
共
事
業
に
縛

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
作
り
変
え
て
い
く
エ
ン
ジ
ン
を
時
代
は

求
め
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

正
に
今
、
森
林
の
所
有
、
林
業
の
経
営
に
つ
い
て
、
そ
の
形
を
作
り
直

す
政
策
と
経
済
活
動
が
動
い
て
い
ま
す
。
森
林
・
林
業
に
積
極
的
に
関
わ

る
一
人
一
人
が
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
構
成
す
る
組
織
が
、
主

体
的
に
何
を
め
ざ
し
何
を
成
す
か
が
問
わ
れ
る
歴
史
の
分
岐
点
に
い
る
と

私
は
見
て
い
ま
す
。

　

い
つ
の
間
に
か
姿
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
産
学
官
の
志
あ
る
者
に
よ
っ
て
意
図
的
に
新
た
な
林
業
構
造
が
創
ら

れ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
福
島
の
地
で
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
ペ
ン
を
置
き

ま
す
。
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

たもちぃ そよりん
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福
島
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発
行
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社
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法
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島
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飯
沼　

隆
宏　
　
　
　
　

福
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五
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十
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会
館
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定
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（
税
込
）
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間
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料
一
、九
八
〇
円
（
税
・
送
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込
）

人と共に　緑と共に

うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC

郡山市片平町字新蟻塚

林
業
福
島
六
月
号 

通
巻
第
七
四
二
号

令
和
八
年
六
月
一
日
発
行

（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）


